
 

平成2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 宮城県   】 

１実践テーマ 【 Ⅴ 】  

２実施対象者 川崎町立川崎中学校 全校生徒１５５名 

３展開の形式 （１）	学校における活動 

① 教科名（保体・総合的な学習） 

② 行事名（志教育講演会 ） 

③ その他（       ） 

（２）	地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

生涯にわたりスポーツを楽しむ心（知る・する・観る・支える） 

を育む。 

５ 取組内容 第１弾 7/13(木)   

明成高校陸上部員とともに「より速く走る より楽しく走る」 

        講師：明成高校陸上部顧問 中村 登 教諭  

及び陸上部員 

        内容：①講演 ②実技指導 

  
 

第２弾11/14(火)  

志教育講演会 「つらいことや壁から逃げずに立ち向かう」 

        講師：東北ストーマーズ所属 

           リオパラリンピック ウィルチェアラグビー 

銅メダリスト  庄子 健さん、熊崎 敬さん 

        内容：①講演 ②車いすラグビーの体験会 

  
 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



第３弾 2 月上旬   

「お世話になったアスリートの方々を応援しよう」 

        ・スケルトン選手 小室 希さん 

        ・ウィルチェアラグビー選手 東北ストーマーズ 

庄子 健さん、熊崎 敬さん 

        に対して、国旗に応援メッセージの寄せ書きを行い

届けた。 

   
 

６ 主な成果 

 

第１弾  

 ・夏休みの駅伝練習、川崎レイクサイドマラソン大会参加に向け、

生徒の走ることへの意識が高まった。 

 ・年齢の近い高校生の陸上指導は、生徒にとって陸上を楽しいと感

じられるものであった。また、生き生きと走る高校生の姿は，生

徒の高校への憧憬であり、進路への関心を高めることもできた。 

 

第２弾 

 ・講演会を通して、生徒は、講師の逆境に負けない力強く誇り高い

生き方を聴き、様々な困難や壁を想定し乗り越えようとする強い

心構えができた。 

 ・車いすを体験し、福祉や共生社会についても学ぶことができた。 

 

第３弾 

 ・２年間の志教育講演会のアスリートの講師に、応援メッセージを

書くことで、現在行われている冬季オリンピック、２０２０年に

行われるオリンピック・パラリンピックに興味・関心が高められ

た。 

 ・講師の方々を身近に感じることができるようになった。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・第１弾は、陸上関係の練習、大会をより効果的に実践するために位

置付け、効果を上げた。 

・オリンピック・パラリンピックを目指しているアスリートを身近に

感じさせるための第３弾の実践において、本事業の目的の一つが生

徒に実感させることができた。 

８主な課題等 ・特になし。 

９来年度以降

の実施予定 

・第１弾は継続予定。 

 

 

 


